
る
舞
鶴
港
に
近
づ
き
桟
橋
に
着
い
た
。
船
員
の
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
、
信
濃
丸
よ
あ
り
が
と
う
、
と
幾
度
も
一
人
つ
ぶ
や
い
た
。

桟
橋
を
渡
る
と
き
、
と
め
ど
な
く
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。

桟
橋
に
こ
ぼ
す
涙
や
冬
紅
葉

と
も
あ
れ
母
待
つ
祖
国
へ
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
一

日
も
欠
か
さ
ず
陰
ぜ
ん
を
供
え
て
く
れ
た
母
も
三
十
年
前
亡
く

な
り
、
私
も
古
稀
の
峠
を
越
え
た
。
余
り
に
も
悲
惨
で
文
字
に

で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
。
地
獄
絵
図
の
シ
ベ
リ
ア

を
体
験
し
て
、
こ
の
思
い
を
決
し
て
風
化
さ
せ
た
く
な
い
と
願

う
一
人
で
す
。

私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
　 岐阜
県
　
杉
山
博
　 

一
、
昭
和
十
九
年
八
月
十
五
日
、
滋
賀
県
八
日
市
市
第
八
航
空

教
育
隊
（
中
部
第
九
八
部
隊
）
に
入
隊
、
第
七
中
隊
、
第
三
中

隊
に
所
属
、
戦
闘
機
の
整
備
教
育
を
受
け
る
。

二
、
昭
和
二
十
年
一
月
二
十
五
日
、
原
隊
復
帰
に
よ
り
、
哈
爾

濱
市
第
二
六
教
育
飛
行
隊
（
第
一
六
六
一
六
部
隊
）
に
移
る

（
我
々
の
原
隊
）

。

昭
和
二
十
年
三
月
、
派
遣
に
よ
り
拉
林
第
一
二
野
戦
航
空
修

理
廠
へ
移
る
。
戦
闘
機
整
備
教
育
の
た
め
。

昭
和
二
十
年
七
月
、
教
育
を
終
え
、
原
隊
復
帰
の
た
め
桂
木

斯
第
一
〇
野
戦
航
空
修
理
廠
へ
移
る
。
原
隊
が
同
所
移
動
し
て

い
た
た
め
。

昭
和
二
十
年
八
月
、
ソ
連
の
侵
攻
に
よ
り
、
十
日
ご
ろ
無
蓋

車
に
て
哈
爾
濱
に
向
け
て
南
下
す
る
。
哈
爾
濱
の
近
く
の
平
房

の
飛
行
場
に
入
り
終
戦
を
正
式
に
知
ら
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
武

装
解
除
を
受
け
、
捕
虜
と
な
る
。

三
、
昭
和
二
十
年
八
月
下
旬
、
徒
歩
に
て
阿
城
に
至
り
、
汽
車

に
乗
り
北
に
向
か
う
。
一
面
坡
で
お
ろ
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
週

間
歩
き
づ
め
で
、
捕
虜
収
容
所
で
あ
る
海
林
の
弾
薬
庫
跡
に
入

る
。昭
和
二
十
年
十
月
牡
丹
江
に
移
り
、
ソ
連
の
蚕
棚
の
よ
う
な

貨
車
に
乗
せ
ら
れ
、
虎
林
、
虎
東
を
通
り
ソ
連
領
に
入
り
、
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
を
一
路
北
に
向
け
て
進
み
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
を
経

て
西
進
し
、
十
日
ほ
ど
し
て
イ
ズ
ベ
ス
ト
コ
ー
ワ
ヤ
駅
に
着
き



下
車
さ
せ
ら
れ
る
。

四
、
イ
ズ
ベ
ス
ト
コ
ー
ワ
ヤ
の
丘
の
上
の
幕
舎
づ
く
り
の
収
容

所
に
入
れ
ら
れ
、
別
に
決
ま
っ
た
作
業
は
な
く
、
農
場
の
収
穫

作
業
の
手
伝
い
を
す
る
。

そ
の
後
、
身
体
検
査
を
受
け
、
痩
せ
て
い
た
た
め
オ
カ
の
レ

ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
駅
近
く
の
収
容
所
（
設
備
の
あ
る
程
度
整

っ
た
）
へ
移
り
軽
作
業
に
つ
く
。
食
事
ど
き
、
黒
パ
ン
の
分
配

に
班
の
全
員
の
目
が
光
る
中
、
食
事
当
番
が
く
じ
で
取
る
順
番

を
決
め
て
分
け
て
い
る
光
景
は
、
あ
ま
り
に
も
情
け
な
い
こ
と

で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
、
汽
車
と
ト
ラ
ッ
ク
を
乗
り
継
ぎ
、
テ

ル
マ
の
町
の
郊
外
の
廃
屋
の
よ
う
な
収
容
所
に
入
る
。
道
路
作

業
、
伐
採
等
の
作
業
に
従
事
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
、
テ
ル
マの
町
の
中
の
収
容
所
に
移
り
、

鉄
道
の
荷
役
作
業
に
従
事
。
自
分
の
体
ほ
ど
あ
る
穀
物
袋
は
さ

す
が
身
に
こ
た
え
た
。

間
も
な
く
近
く
の
別
の
収
容
所
に
移
り
、
昭
和
二
十
一
年
六

月
ご
ろ
、
収
容
所
の
メ
ン
バ
ー
十
名
で
編
成
さ
れ
た
木
の
実
採

取
作
業
の
一
名
に
選
ば
れ
、
収
容
所
か
ら
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
離
れ
た
高
原
に
幕
舎
を
張
り
、
監
視
兵
な
し
で
木
の
実
（
ヤ

ー
ガ
ダ
）
採
り
を
行
う
。
秋
に
な
り
、
コ
ケ
モ
モ
実
を
採
集
し
、

最
後
は
壁
の
下
の
細
い
木
造
り
を
行
い
、

元
の
収
容
所
へ
帰
る
。

昭
和
二
十
二
年
一
月
、
テ
ル
マ
の
川
上
の
収
容
所
に
移
る
。

最
初
は
食
堂
ボ
ー
イ
の
仕
事
に
つ
く
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
ご
ろ
、
体
力
が
つ
い
た
の
で
鉄
道
作
業

に
か
り
出
さ
れ
る
。
土
砂
を
運
ん
で
く
る
汽
車
の
都
合
で
昼
夜

の
別
な
く
働
か
さ
れ
、
さ
す
が
体
に
こ
た
え
た
。

昭
和
二
十
二
年
六
月
、
大
腸
カ
タ
ル
に
て
倒
れ
入
室
す
る
。

軍
医
が
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
戦
友
に
、
小
声
で
「
も
う
杉
山

は
だ
め
だ
、
戦
友
で
会
わ
せ
た
い
者
が
い
た
ら
知
ら
せ
て
や

れ
」
と
言
っ
て
い
る
の
を
夢
の
中
で
聞
き
ゾ
ー
ッ
と
し
た
も
の

だ
。昭
和
二
十
二
年
七
月
、
我
々
の
い
た
収
容
所
の
建
物
の
一
つ

が
、
ハ
ラ
シ
ョ
ー
ラ
ボ
ー
タ
憩
い
の
家
な
る
も
の
が
で
き
、
付

近
の
各
収
容
所
か
ら
ハ
ラ
シ
ョ
ー
ラ
ボ
ー
タ
ー
が
三
名
程
度
選

ば
れ
て
送
り
込
ま
れ
て
き
た
。
私
も
、
何
を
間
違
え
ら
れ
た
の

か
、
ハ
ラ
シ
ョ
ー
ラ
ボ
ー
タ
ー
に
選
ば
れ
、
そ
の
建
物
に
入
る

こ
と
に
な
っ
た
。



ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
こ
の
地
区
も
東
京
ダ
モ
イ
が
始
ま
り
、

私
の
い
た
収
容
所
も
候
補
者
の
選
衡
が
始
ま
り
、
運
よ
く
ダ
モ

イ
組
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
ダ
モ
イ
列
車
の
人
と
な
っ
た
が
、
ダ
モ
イ
で

き
る
嬉
し
さ
に
夢
う
つ
つ
の
う
ち
に
ナ
ホ
ト
カ
に
着
き
、
そ
の

辺
の
こ
と
は
あ
ま
り
記
憶
に
残
っ
て
い
な
い
。

昭
和
二
十
二
年
八
月
上
旬
、

ナ
ホ
ト
カ
か
ら
船
の
人
と
な
り
、

舞
鶴
に
無
事
上
陸
。
中
津
川
の
駅
に
降
り
立
っ
た
の
は
八
月
十

三
日
の
夜
で
あ
っ
た
。

五
、
戦
後
の
不
況
の
中
へ
ほ
う
り
出
さ
れ
、
就
職
も
ま
ま
な
ら

な
い
時
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
価
格
調
整
公
団（
敗

戦
後
の
経
済
復
興
を
調
整
す
る
団
体
）
に
就
職
。
昭
和
二
十
五

年
、

同
公
団
は
戦
後
処
理
の
役
目
を
終
え
た
の
で
閉
鎖
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
五
年
七
月
中
津
川
商
工
会
議
所
に
入
り
、
定
年
ま

で
職
員
と
し
て
勤
め
、
そ
の
後
、
専
務
理
事
と
し
て
任
期
六
年

勤
め
、
辞
任
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

静
岡
県
　
斉
藤
文
一
郎
　 

１
、
出
生
か
ら
入
隊

住

所
　
　
静
岡
県
掛
川
市
本
所
三
九
六
の
一

出
生
年
月
日
　
　
明
治
四
十
五
年
三
月
三
十
日
生

学

歴
　
　
大
正
十
五
年
三
月
　
東
山
口
尋
高
卒

就

職
　
　
大
正
十
五
年
四
月
　
東
山
口
村
役
場

書
記
就
職

家
族
構
成
　
　
　
父
　
自
己
　
妻
　
子
供
四
人

２
、
ソ
連
軍
侵
攻
前

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
日
　
臨
時
召
集
令
状
　
中
部
第

九
部
隊
三
島
重
砲
第
二
連
隊
に
集
結
す
る

陸
上
勤
務
　
第
八
十
四
中
隊
入
隊

駐
屯
地
　
満
州
国
東
寧
県
大
肚
子
川

兵
員
　
昭
和
二
十
年
八
月
当
時
　
百
五
名
の
留
守
隊

３
、
ソ
連
軍
侵
攻




